
雪尺のまわりにでき葛雪の穴につりて  

ノト 鳥 敬 治  

融雪如には宮人の周りの雪・こ凹キイJ、できて雪面の低置宣讃－＝＝こくり。そり再発ど し  

て／解 けてlノ了昏倒に放置tて浮ぎ上リlラだ考もせず帝に雪動こあーよぅそ粛射の紳  

、∫時の直後年々芝／イJ・1えばぽ＝のよう1こ／凹号室廊えて脅スの8必に沿わせ／雪句の  

弗濃乙寸言ニYま滅みた一 々の材料ヒLては宅＝ノ70ラスナックノ紋履の朝食のハンが－  

が最適であ冨。1刃2の鶉裸鵬／～3はハンが【とぅの家形ノ 舶．ゲは市叔のどニール／被覆  

の斬射シ‘）3本孟円動こ束ね7〆卑tこ水準東芝尽き塗料をぬワたヰので考3（／針金花一一  

けでは暫に淀む）。舶】2～率ほヤ央に雪スま通すガイドポ、ぁ盲。これJり旨凍っJ’雪ズづ、う  

離れねよライ昇っの1こノか客でめ右舶．トゲ£光大雁温点可融雪音即、］に薇赦してノ 孝子官の  

融雪期の25日齢玖凍してミらった。囲11上級漫の9日彼の舶．卒であち。商館のき姦凍は  

（花嫁の上に暫うヾ、破った増収外lり良塔であった。鳳／は雪の凹凸ポ屠ttノ和こ見合っJ、見り。   

縄雪中に了よ普入ヤ碑Åの蜃より上の．女偏追及が高く葱り、周りの蜜ヒの過度屋に基  

っ、、く放射真横づこl久の稲子威の周囲の甘ヒつにそぎー この初老乏消す衆虜ヒし7ノ 氷薇（  

っらら）左雪lニ且てた。萄さ／明の索諺‘ヘゲ¢どノ 風速／～∫て〆でJ碕伺後・㍉ 且確乎（仰  

のラK碇の燭りに直径仇明の針j穴ができた。この埠かま酎、ら蜃への頗剛毛産の増大  

ボ、i困であ5。耕一木の周りの穴の硝子風・二lよ雄一ヤク、ら木左通tて傾牒合空中＝＝軌木、）河与ブ  

ちとキ去われ言。厳冬刻】こ督ド雅号材た木の泉屈ヒノ 蛙くの督の温度の垂直麻布ま剰  

ぇtた（図3（仇））。木の側埴7はと、’ニiβOC以下で離宮tよケり。光旬小う封（胡より上では  

永の丸和追及は宮詣より鳥＝よなくノ 木づ＼う宮への烈免iなIJ。尉官如のぬれ容に放  

電れた九條託宣の中川Iの波及には／鳥で／∂c咋より上で勾配カゞかイ図3（』カ。尊前イ司血  

ではむしヨ上イ＼う下へ句j煎バネ孝うヾ大き、ノ。絶ゃ劇  

軋l‡鼻の雪面の穴の不孝叔ドは全く1対馬tてりか）。  

（a） Tユー▽  （b）APR・1．柑88  
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図3イα）厳冬期の塵に贈号れた補末の泉命追   

及ど止くの雪の温度の泰直々帝。rb）融雪  

厨2．盲和乍ほ雪面鵜根4鹿・路子㌢r試斬   期の雪に催毛打たÅのや′じ一浪産室且分布  
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